
2 放 牧利用 によ る乳用去勢牛の肥育技術

(畜試 肉 牛部)

春産ホルスタイン去勢牛の場合 23か 月肥育で600k。(DG

O,8以上)と なり、濃厚飼料多給方式より、濃厚飼料摂取量が

38%節 減となり経済性の高い肥育技術であると

しかし肥育期間が延長することから1頓年間所得では配合飼

料価格 71円/k9以下では有利とならない。

( 1 1  背 景

現在、乳用去勢牛肥育では、濃厚飼料多給による肥育方式が大勢を占めている。この方式によ

り肥育期間が短縮 し、飼養技術の単純化で大規模飼育が可能となり、出荷牛 も斉一性があるもの

となった。しか し、その反面飼料価格の変動に弱く、その上多額の流動資金を必要とする危険負

担を負わざるを得なくなった。

そこで放牧を組入れることによって濃厚飼料の節減をはかり飼料の価格変動に強い安定 した肥

育経営技術を検討した。春産ホルスタイン去勢牛の場合、23ケ 月肥育で 600k,(DGO,8以

上)と なり、近頃の濃厚飼料高値傾向にあっては、経済性が高い肥育技術なので参考に資する。

(2)技 術の内容

1) 素 牛導入 (5月 )

初乳を充分飲ませた正常に発育 した7日 齢前後の健康な子牛を選ぶ。群飼育の場合はできる

だけ日齢のそろったものにする。 (近郊酪農家との契約により初乳を充分飲ませた素牛を導入

すれば、各種病原体による免疫をもち輸送によるストレスも少なく事故率が軽減される)

2) 哺 育育成期 (5～ 10月 )

生後 3ケ 月齢 (90日 齢)ま でを哺育期とし、代用乳、人工乳及び良質乾草で早期離乳する。

代用乳は朝夕 2固 定量を給与する。導入後一週間は400～ 500 ″ /日 ・頭与え、その後

42日 齢までは500～ 600夕 /日 頭を給与する。人工乳は7日 齢から少 しずつ与えはじめ

60日 齢 2.5～ 3.3k9/日 ・頭 時点では210k9前 後の体重とする。

3) 冬 期舎飼期 (11～ 4月 )

この期間は、濃厚飼料を給与 してまで高い増体をはかる必要はない。粗飼料だけで充分発育

するので、デントコーンサイレージ及び乾草を自由採食させ舎内育成する。なおこの場合、タ

ンパク質が不足する場合があるので、高蛋白質飼料 (大豆粕 0.5k9/日 ・頭、アルフアルフア

ミール 12k3/日 頭、又はヘイキユーブ20k9/日 頭)を 補給する。

この期間はサイレージ主体で 0.7k3の日増体量が得られ、放牧開始時までに200～ 350

k3の体増となる。
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4) 放 牧期 (5～ 10月 )

濃厚飼料は無給与で昼夜放牧する。その際、放牧地を有効活用するため輪換放牧利用する。

収量が 4t/10c程 度の放牧地であれば I頭当り0.23 hc程度必要である。

この期間はDGO.6k9程 度で放牧終了時には420k,程 度の体重となる。なお、9Hらし放牧等

による放牧初期の体重減少対策、ピロプラズマ病の予防措置等を施すことによりさらに増体有

高めることが出来ると思われる。

5) 仕 上げ期 (11～ 3月 )

濃厚飼料 (大麦アツペン2～ 3割 )は 放牧終了後 1ケ月位かけ完全飽食状態にする。粗飼料

も乾車から稲ワラにかえる。肥育末期の濃厚飼料摂取量は 13.O k3/日 ・頭となり、稲ワラは

1.5～ 2.O k9/日・頭となる。

出荷目標体重 600k9程 度におくと、飼料効率がよくDGも 1.2k,と高増体量を示す。

6)通 算成績

濃厚飼料多給 A 放牧を組入れた肥育 B A― B

終 了 時 体 重 600    k9 61l     k3 - 1 1

肥 育 回 数 500   日 691   日 -191

D G 1,124     k91 0.819  k9 -0.305

濃 厚 飼 料 3,266.O  k9 2,004.l  k, 1,261.9

粗  飼  料 352.5  k9 1,445.2  k9 -1,092.7

枝 肉 歩 留 55.2  % 54.8  % 0。4

注 :粗飼料は水分 15%の 乾車換算

7)経 済性

肥育牛 1頭当り所得では肥育用配合飼料価格が55円 /k3以 上で放牧を組入れた肥育方式が

有利となる。 しかし、放牧を入れることによって肥育期間が延長するので、 1頭年間所得では、

肥育用配合飼料価格が 71円 /k3以 下では有利とはならない。

(3)指 導上の留意点

1)草 量の多い時期は掃除刈りを行い草丈 20～ 2 5cmの高栄養価の若車を輪換利用する。夏

・秋期に草量が不足する場合は兼用草地による放牧面積拡大方式が考えられる。

2)春 生れの素牛を対象としたが、夏生れにも適応できる。秋及び冬生れ子牛は、 2シ ーズン

放牧が妥当と思われる。

3)現 在の市場出荷時体重は650k9以 上であり、濃厚飼料多給方式では放牧を組入れた方式

と比べ肥育末期に食いどまりが起こるので、放牧を組入れた方式が増体経済性の点でさらに有
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利となる。

4) 濃 厚飼料多給方式は 乳 用去勢牛哺育、育成経営の計画設計指標、及び乳用去勢牛肥育

経営の計画設定指標  (中 央畜産会)に より試算 した。

(4)関 連試験課題名

乳用雄子牛の育成肥育技術確立試験 (53～ 54)

(5}主 要成果の具体的データ

表 ユ 放 牧を組入れた肥育方式による発育と飼料採食量

表 4 屠 体成績
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表 3 飼 料の利用性  (冬 期舎飼期から月巴育終了まで)

厚

料

濃

飼

粗 飼 l k8対 当ウト聖

乾 草 V … フ ウ 巧 稲 ヮラ 生  登 D M DCP TDN

放牧利用 I型 1877kf 294k9r O k8 2410 kg 219k9 〔6888)k9 10.3 kgr 1,09 kl 7.3 kt

放牧利用I型 1643 274 301 2080 211 (6888) 7.8 1.00 6.9
一 I 234 20 -301 330 8 0 0_5 0.09 0.4

終了時体重 冷 屠 体 重 歩 留 脂 肪 交 雑  1 絡  付

放牧利用 I型 609± 44 k3 328±  27  k9 57.3± 0.7 0.7± 0。2 中 2 並 5

放牧利用正型 611± 66 335± 34 59,0士 :0す9 0.5歩 0.3 中 1  並 5

I 一 正 -1.7 -1.6 -1.7 0.25

歩 留 : 端
繋 諮

X 1 0 0
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放牧利用による乳用去勢牛の肥育技術の経済性

1.飼 料の摂取量

放 牧 利 用 濃 飼 多 給
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2.濃 厚飼料の価格水準と1頭 当たり肥育経費

放 牧 料 1 5 0 円 放 牧 料  2 0 0 円
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3.濃 厚飼料の価格水準と1頭 当り所得及び 1頭年間所得

濃厚飼料価格

放 牧 料 1 5 0 円 放 牧  量  2 0 0 円
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放
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